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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

第
19
回
に
が
お
え
・
イ
メ
ー
ジ
・

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル 

表
彰
式

上
林
暁
文
学
碑
の
除
幕
式

表彰式後の集合写真

受賞者たち

除幕式の様子

　
２
月
２４
日
（
日
）
、
大
方
あ
か
つ
き
館

に
て
「
第
１９
回
に
が
お
え
・
イ
メ
ー
ジ
・

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
応
募
作
品
２
９
３

点
の
中
か
ら
３１
点
が
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

◆
入
賞
者

ク
ジ
ラ
賞

・
山
闢
駿
佑
（
小
学
生
未
満
）

・
谷
岡
夢
叶
（
三
浦
小
１
年
）

・
吉
尾
望
愛
（
三
浦
小
２
年
）

・
西
山
大
翔
（
伊
与
喜
小
３
年
）

・
西
嶋
志
童
（
入
野
小
４
年
）

・
ハ
ジ
ィ
フ
華
里
ア
レ
ク
シ
ア
（
田
ノ

口
小
５
年
）

・
竹
外
心
春
（
入
野
小
６
年
）

・
西
嶋
瞳
（
大
方
中
２
年
）

イ
ル
カ
賞

・
桑
田
麻
織
（
小
学
生
未
満
）

・
山
本
千
湖
（
小
学
生
未
満
）

・
高
橋
志
保
（
小
学
生
未
満
）

・
渡
辺
湊
介
（
小
学
生
未
満
）

・
浜
内
み
や
び
（
佐
賀
小
１
年
）

・
安
光
南
斗
（
拳
ノ
川
小
１
年
）

・
吉
門
悠
人
（
伊
与
喜
小
１
年
）

・
今
西
遥
斗
（
拳
ノ
川
小
２
年
）

・
松
本
一
花
（
田
ノ
口
小
２
年
）

・
山
下
真
ノ
輔
（
田
ノ
口
小
２
年
）

・
別
府
紗
恵
（
南
郷
小
３
年
）

・
永
森
葵
向
（
佐
賀
小
３
年
）

・
門
田
龍
志
（
佐
賀
小
３
年
）

・
松
井
碧
羽
（
伊
与
喜
小
４
年
）

・
竹
外
紗
良
（
入
野
小
４
年
）

・
増
田
煌
斗
（
入
野
小
４
年
）

・
川
村
米
音
（
田
ノ
口
小
５
年
）

・
谷
一
花
（
田
ノ
口
小
５
年
）

・
森
理
日
叶
（
田
ノ
口
小
５
年
）

・
山
下
芯
巴
（
伊
与
喜
小
６
年
）

・
森
脇
愛
那
（
入
野
小
６
年
）

・
山
本
あ
や
み
（
一
般
）

館
長
特
別
賞

・
永
森
心
結（
佐

賀
小
１
年
）

※
敬
称
略

　
３
月
２
日
（
土
）
、
大
方
あ
か
つ
き
館

に
て
「
第
２９
回
あ
か
つ
き
賞
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
か
つ
き
賞
は
、「
上
林
暁
顕
彰
会
」

よ
り
、
町
内
の
小
中
学
生
の
作
文
を
対

象
に
授
与
さ
れ
、
今
回
は
応
募
作
品
か

ら
優
秀
作
品
６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
４
回
目
の
受
賞
と
な
る
田
ノ

口
小
学
校
５
年
生
の
川
村
米
音
さ
ん
は
、

「
思
っ
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ

と
を
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
伝
わ
る
よ

う
書
く
こ
と
を
気
を
つ
け
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
書
く
こ
と
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

受
賞
者
・
受
賞
作
品

・
清
水
健
太
（
三
浦
小
１
年
）
　

　
田
の
う
ら
の
お
ま
つ
り

・
松
本
一
花
（
田
ノ
口
小
２
年
）
　

　
大
す
き
な
「
お
ん
ぼ
う
ば
た
」

・
金
平
理
人
（
南
郷
小
３
年
）
　

　
う
け
つ
い
で
い
く
子
お
ど
り

・
新
田
悠
晴
（
三
浦
小
４
年
）
　

　
お
別
れ
の
時

・
川
村
米
音
（
田
ノ
口
小
５
年
）
　

　
児
童
会
最
大
の
ピ
ン
チ

・
森
田
真
凛
（
伊
与
喜
小
６
年
）
　

楽
し
か

っ
た
最

後
の
収

穫
祭

※
敬
称
略

　
３
月
１０
日
（
日
）
、
大
方
あ
か
つ
き
館

に
て
、
上
林
暁
文
学
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
、
関
係
者
約
５０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
旧
大
方
町
出
身
の
作
家
・

上
林
暁
の
作
品
や
業
績
を
世
に
知
ら
せ
、

町
の
教
育
文
化
の
発
展
を
願
っ
て
結
成

さ
れ
た
上
林
暁
顕
彰
会
が
取
り
組
む
、

「
文
学
の
道
づ
く
り
事
業
（
※
）
」
の
一

環
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
初
め
に
文
学
碑
建
立
記
念
講
座
と
し

て
、
上
林
暁
の
長
女
・
大
熊
伊
禰
子
さ

ん
が
「
父
、
上
林
暁
の
思
い
出
」
と
題
し
、

記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
館
東
側
の
庭
園
で
除
幕
式
が
執
り
行

わ
れ
、
参
加
者
は
碑
の
建
立
を
祝
い
ま

し
た
。

　
大
熊
さ
ん
は
、「
自
分
の
生
き
方
を

つ
き
通
し
た
の
は
、
わ
が
父
な
が
ら
素

晴
ら
し
い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
碑
を

建
て
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

※
大
方
あ
か
つ
き

館
を
中
心
と
し

て
町
全
体
を
文

学
館
に
見
立
て

よ
う
と
上
林
暁

顕
彰
会
が
取
り

組
む
事
業

第
29
回
あ
か
つ
き
賞
表
彰
式

い

ね

こ


